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研究機欝紹介

オックスフォード大学中東研究センター

The Middle East Centre of St. Antony‘s College, University of Oxford 

本年5月24日から26日の問，3年ぶりにオックスフォー

ド大学のq，ポB「叱センター（TheMiddle East （、，entre

of St. Antonv'sぐollege,1Jninc円 ityof Oxford）を訪

れた。わずか3日間の滞在であづたが， Dr.E. R. J. 

Owen, Dr. D. Hopwood, Dr. R. Mabro, ::v!iss E. 

Monroe, Dr. P. K. O’Brien （注1) といった！日知の人び

と，それに新たに知り合った ivfr.S. Radwan等の尽力

iこよって，ォー ρr片スフォード大学における現代iド来研究

(Modern Middle Eastern Studies) （注2）の現状につい

て貴重な情報を得ることができた。

中東研究セ L ケーの所長 Dr.A. Houraniは，た土た

三アメリカ!l'i>JJ(I卜のため留守よあったが， Dr.A. Hou-

raniの退職はli!Ji.'J:にせまっており，センターの活動i土次

期所長に想定されている Dr.E. R. J. Owenを軸に展

開されている。第2次大戦の当時，キプロス駐屯英軍の

一員としてこい車に過ごし，それを待機にして呪f¥)p!f£研

究への限を！社う，)1たという Dr.E, R. J. Owenは， hン

ターの研究活動と行政の両面にわたる中心人物にj遭わし

く，古武士的風格のなかにある種の余裕と鋭さを蔵して

いる。ロンドン大学の某氏は、 「オーエンを中心左ナる

オックスワ：ー｜、の自由将校日j と，ナセルど !'I山崎校

団に擬してこjlを評していた3

3日という束の間の滞在であった上に，筆者のヒヤリ

ング能力の不足もわざわいして，あるいはセンターを軸

とするオックスつ才一ド大学l乃弘代中東研究の細部につ

いて聞きまちj:i.、があった方 hも士いれないが，大11J；こ J 冷、

てはほぼ訟日なく理解できにつも日である。てンターを

中心とする現代中東研究の現状から，われわれの将来の

方向を考える組として何を得ることができるか一一この

ようなア／ケ＇J[.,f通らみた印象記をとりまとめれば，大よ

そ次のよ；， ;: ；＇.；：乙う。

（注 1) 0’Brienは TheRevolution in Egypt’S 

Economic System, 1966で著名な人。しかし比較経済

史を主題とし‘現在はイタリア経済史を研守中で，セ

ンタ－＇＇［ ii＇，／タッ 7 で：.ふ＇，： 'o 

（注2) ＼］ぐ，dernは2ciL '.'.S.1~えで｛史j )I , ＇.る。
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Oriental Studies & Modern HistoryあるL、は Mod-

ern Historyという湯合には， 18j,i: 紀以前の「近l止

'.i~ ：り意味であり， SocialStudies Jなかでの 1¥Iod-

ern History, Mod世 間 Politics 等々は 19世紀以後の

「近代史」あるいは「現代史」の意味である。

I 中東研究センター設立の趣旨

中東研究センターは，設立当初からオックスフォード

大学全体の現代中東研究の中軸として位置づけられてい

たし，現在においてはなおさらそうである。St.Antony’s 

College に中東研’だセンターが設立されたのは1955年で

あるかん，予想以上に）＼＇V、センタ－（おζ】が，過去L7年

間の拡充はまことに地味で着実である。

もともと中東センターが設立された趣旨は，（1）オック

スフォード大学の各学科，各カレりデにおける現代中東

研究に！~~する研究・Wfi伝学生指導を補宅し，（2）現代史，

現代政治・経済，現代文化の領域をカヴ7ーする資外セ

ンターとしての機能を巣たし，（3）大学全体のスタップ・

学生に共同利用施設の便宜および研究資金の供与を行な

い， （1）ひろく内外の研究者・学生に攻代中東研究のため

の学／，＇:Ji'ド1環境を提供しようというところにあった。こう

:J;：けif, Dr. A. l Iouraniの所長此iEとHayterReport 

が偶然のように一本の糸で結ぼれており，センターの飛

躍的拡充にとって一時期を画したのが両者であったとい

っても、当然のこととして誰もが市首十るであろう。

セ／グーの飛躍的拡充期i土， 196＇.＇～昨年である。セン

ターが HayterReportの趣旨を先取りした形で設立さ

れ，また Dr.A. Houraniによってそのような方向で

運営されていただけに，この第l期の5カ年間に現在の

姿をは壬んど一挙に完成できたとしても伏して不思l議で

：立なぜ、（if.1 ¥ 

Hayter Reportのねらいは，（イ）東洋研究（Oriental

Studies）を，諸科学・専門領域から弧立したf必儀・ j向、伝

としてではなく，諸科学・専門領域の部分として密着さ

せること，（己jスタソブも学生も，地域と百誇に濁する知

誌を1i:ci守するとともに，諸科学・ c！；：門i決j点の知識を14'1与



Ⅱ　シニア・スタッフの拡充

Ⅲ　現代中東研究の大学院生
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すること，付東洋研究学科のみなムーに議科学・専門領

域の学科に「東洋研究」の場を設定すること，｛斗「東洋

研究」においては，遠いi国土.(18[1l:紀以前を指す〉より

も現代（19世紀以後を指ナ〉の歴史，社会，文化等に関

心をはらうこと，等に要約できるであろう（注2）。 Dr.A. 

一一一土子宝研究機関紹介 ぃ＝

Oriental Studies －… 1名

Oriental Studies & Modern History ・ ・ ・ ・ ・ 3名

Anthropology & Geography ・ -・ ・ ・ 2名

Social Studies ….. 2名
Middle Eastern Bibliographer －…・・ 1名

Houraniはこの方向づけに沿って，むしろ先取りしてセ しかし実際には，現在のシニア・スタップの構成は次

ンターを指導してきたのである。 に示ナとおりであって，部門別にみて想定図との問にず

（注 1〕 University of Oxford, Oriental, Slavo- れがある。予算・制度上の部門と実際のスタップの領域

nic. East European, and Afric,w Studies, 1969, との間のずれほどこにでもみられる現魚であ.，て，その

pp. 1ー14参照。 こと I'!I本とサたててというほどのものではない。しかし

f正2) University Grants Co川 mittee,Report Anthropology & Geography古I¥！？守の大n：主、 シニア－

of' the Sub-Committee 011 οriental, Slavonic, East スタソブの構成からみて多少問題 εあろうじ Dr. P. A. 

European, and Afri,an Stlldies (Chairman: Sir Lienhardtの名は，オックスフォード大学全体の現代中東

William Hayter), H. M. S. 0., 19610 研究大学院生の指導教官リストに挙げられているが，セ

この通称 HayterReportについては，林武氏の紹 ンターのスタッフ名簿（1970/71年）から滞ちている（注2）。

介を参照（「現代地域研究論」アジア経済研究所調査 しかし Dr.D. Hopwoodによれば，現在 Dr.P. Lien-

研究部所内資料 No. 43-48 イスラム研究会 No.5 hardtは所属のスタッフであり，欠員は 1名とのことで

liJl ページ 1969年3月）， あ.，たc

II シニア・スケ、ソブの拡充

II川 terReportにもとづく資余の導入によって，まず

「ハランスのとれたシニア・スタップの構成」をめざし

て，新らたに5人のスタップが第l期の5カ年間に任命

された。かれらにはまた在外研究の機会が与えられた。

その5名は次のとおりである。

乱fodern Arabic (Oriental Studies): Dr. M. M. 

Badawi 

Turkish History (Oriental 日tudi肘 ＆ 芯1odern

History): Dr. R. C. Repp 

T'e rsian History (Orie口talStu《lies& Modern His-

tory): Dr. J. D. Gurney 

Middle Eastern Sociology (Anthropology & Geog・ 

raphy) : Dr. P. A. Lienhardt 

Economic History of the Middle East (Social Stu-

dies): Dr目 E R. J. Owen 

そして1967～72年の第2期の 5カ年間に， Geography

し札口thropology& Geo).'raphy) と Economics (Social 

Stu<lies）の一つのポス十が吊立され， Dr. R. Mabra 

メヘ・hoolof Oriental S七 AfricanStudies, University 

of Lnndonから移籍されfこっなお（；co;.:raphyi土欠員の

ままになっている。

第2期の最終的なシニア・スタッフの構成は，次のよ

うに想定されていたl注 I）。

Oriental Studies (Dr.お1.M. Badawi) 

Oriental Studies & Modern I Iistmy （、Dr.A. Hou-

日mi,Dr. G. L. Lewis, Dr. J. D. Gurney) 

Anthropology & Geography (Dr. P. A. Lienhardt, 

他1名欠員〕

Social Studies (Dr. E. R. J. Owen, Dr. R. Mabra, 

Miss E. Monroe) 

Middle Eastern Bibliographer (Dr. D. Hopwood) 

（注 1〕 Univ.of Oxford, Oriental, Slαt’onic・・・, 

l.%9, pp.“－7.参照、。

( Li 2 l シニア・スタップ， J ニ7 ':/-~ i:lスタッフの

re, ; z近；）研究主題，発表論文字hニコいて l立， St.

Antonyな College, Oxford, R.，アοrton .l'v!iddle 

F:,rstern Studies for the Y,•cff l July 1970-30 

June, 1971を参照。

国現代中東研究の大学院生

オックスフォード大学で Mod邑rn Middle Eastern 

Studiesを専攻する（あるいは卒論のテーマとする〉大

学院F七の数は，年によって多少の増減があるが，最近の

数年間では40～50名程度とみてよい。 196:-1/69年では，45

れでおり，その内訳は次のようである，11¥ 

( )riental Studies --・12'./'1 

Oriental Studies & Modern History …7名

Anthropology & Geography ・ ・ ・ 11名

（社会人類学8名，地理3名〕
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Ⅳ　ライブラリの活動

Ⅴ　その他
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一 研究機関紹介

:.;ocialドtu,l1e《

A日riculture& Fo町、tr:-

. J:¥名

（政治；； i'，，経済 H名）

・・・21', 

1972年 C) Tr init,・ Termでi士号日名であ r)，その内1沢

h士4夫九とろでわてJ

Oriental尽twlie、 ・27{',

Clriental 5tudie, ＆川町lernHistory ・ 41,

Anthropolr1'..('." & （；明日1叩 hy 7名

:.;ncial Studト

f人王f；手。 γ卜地理 lfi) 
.. ・21 'l1 

（政治11名、 f（，済JOt,)

部門l);iこλ 【ブザ行、守主；ここる凸［:J］がかな l川、人じるし

し、が、必要J'.1J二：二三，－生f〕苅）＼む宝択に制限；土 Lていない。

主／ニ Social :-'tudicち，，.，なかみ；土，む L 九政治：.J~. H i斉

叱の多いのがii f二〆~，.，

:fc＂戸1，完生；こ同して二－－， .＇）たきた r::1越がある。｛イ／y：生の

i.¥¥¥'l＇数が非英［ II.F、でちること，！日）t専七号取得のit!怒と：；，Jf

克服・大学教：・：：，＿；，一て・－ nP{"r;iI者に J丸、てi士、従来か

らお（）；＼日 心 [J符＇／；＇；－＇：＇ t情成がしばしば！日j腐されごし、fこ

が． 十、ノ；7-,, ・7「ーに大学の現代中東研究もfnl践の傾向

にある J になろに，:rJUE十寸rn11tヒンケーあ寸ミか；） ，，.，大学

院生i什ちにつ＼、て｛了よれtt、 fギリス fi.t), ！－＜）：米五名（ ,,. 

j リ力 4名， lパ「、ソ l名）‘中東諸国S名（こE ジイト 2

'(i‘ fてラエ L、 子弓 J ‘ fラ今， クJ ートー サfフシ γ

ヲピ7‘ンハ J ; ~十 l 包）である。

iを古iこJ 〕L、て；土、博士課程修了｛量、大学研究機関のヌ

ストを待ろ f抱負がき jコ；九て少なく，学：•；r: を志す大学院＇！て‘

のiて気；こ大きに影響があるといわれている。ちなみに、

咋年中京セン γーにてi'1l"二！二課程を修 fL!こ；） td士、すべ

て1jy送L］，石l出会tl:-7 1）テッシュ・カウ〉与 1，＂＿，；：；二iえ

職してお i）.必、 1しも彼等の希望！がみたされたとはし‘え

ない：I.Zi主である 1 主之中東研究：土守日本研究やq，同研究

とならんで，：t，て｜：号取得がIJg難なコースであ l；、三，ff+と

よ号、円H.(J長円1，可ケ主：こなして博士；；‘をとるには，全・JHl!f

はかかるといっhて1いるc 現代中東主II’セ'i'.:,'.j,守！するイ干、

リス人が次第に先細りにな Jiたとしてもやむをえない実

i青，！） 上うであるc あるL、は町この上ろなjとお；論｛士、＇'1事

者一た t，のあす I）でみ〆 1て，あたり )jijとし、えばそれま子の

司F ＇.ずで之 日，F

－こど tわり：ノ

lι1〕 ,l「I,t, Uniドザ 0げοrel.Oril'lltal, Siaγο－ 

lllc" , 196久 pp.9 lO‘ 

〔｝［二 2〕 ［,' 11i1•川sity りοxford, Graduate Studiιh 

Trinity Trrm 197:! (Oxford Univcrおはy Cazette, 

90 

(;raduate Studies Supplement), 1972上り筏II＼ぅ

IV ライヅラリのf古[fi)J

中東研究七ンターのライブラリは， 19世紀以後の現代

中東研究に大部分向げられている C 3 {f=11なに比べると，E若

手件了い土るかに整備された。現：（Eの］蔵書数は約lfi,500点

で，焚；吾と現地認の単行~｝がそのほとんどを占めてい

る0,p；号の単行古購入費は：l500契ポンドであるから，さし

て大きい土はいえな＼',. しかしJ].!J也に資料収集尽をも q

てνるだけに，長低限必要な現地資料はl[:Zめられている。

また各ワレ、ソジの同nf'：ιとくに OrientalInstitute (18 

[!I：~己以前に；，力1 や Bodleian Libraryに関係の蔵書が

あり、この2If：士オサケスフォード大学の中東関係資料の

Union Catalogueに工って St.Antony’只 Collegeと；主

格されてし、るc Dr. D. Hopwood i土，セン ，：.'lーの資料責

任者であり，かっ UnionCatalogue作成の中心メンパ

ーであり，また仁ambridge,Durham, Edinhurgh, Lee-

ds, Lonrlon, :vlanchester, Oxford, St. Andrewsの自大

学からなる MiddleEastern Lihraries Committeeの事

務 tHとでもある。玄た中東研究センターは， Private

Papers Collectionをもち， 19世紀以fマ土のヰ1東在ft:イ寺

リスrn主，学背等の記録：や手記の発掘につとめていろ。

二の分野は MissE. Monroeが中心である(itI）。

〔n1）官、ik¥sιilntony’s College, O.rj,1rd、Re

j,orl on :1-lid品， EasternStudi問、 pp.5一6.

V その｛也

紙数の郁子？からー大学院生に ＇J－えられる入門吉リスト

とせミナ』活動についてのみふれておころ。

現代中東研究を志す大学院生に与えられる入門書のリ

スト：七かなり大きいので全体の紹介はできない。しか

し，もしi冒としてエジプト，苦II円として SocialStudies 

をえらぶ学生であれば，中東の概観舎の｛也に次のような

ものがが］40ぷほど入円台として指示されている。 {l!_L,

各指導役TI:t.号！Ji全に学生の専攻に応じたリストを指示

してU、る。

C P. Harris，λ，＇atio11a[is111 and R山’u!utionin Egypt, 

]91ミ4

R. P. Mitchell, Thど Socfrtyυデth，’lvluslemn ro-
th,'rら 1969.

P. J. Vatikiotis‘The Egyptian Army in l'olitics, 

J 9!i I. 



ェ 研究機関紹介主主な古＝

A. Lutfi al-Sayyid, Egypt and Cromer, 1968. (2）石油問題の特別セミナー。責任者は， MissE. 

R. L. Tigno,, !v!oderm・zationand British Colonial Monroe, Dr. R. Mabro, Mr. A. Verrier (Senior 

Rule in Egypt, 1966. Associate Member）の3名。

P. J.九アatikiotis,The 1¥fodern History of Egyρt, (3) 中近東史の特別コンファレンス。主題は， 18世紀

1969. の中束。1973年に，マムノレーク時代の中東史という主題で

M. Y. Zayid, Egy’•pt' s Strugglど forIndcpend，川 ce, 特別セミナーが準備されている。責任者は Dr.E. R. J. 

1965. Owen。
N. Safran司 E幻•pt in Search of Political Co11111wniか， まことにシニア・スタッフは，自分自身の研究，学生

1961. の指導・講義セミナ一等々，席をあたためる暇もないほ

J.M. Ahmad, The Intellectual Origin、ー ο（1~:~·vptian ど多忙である。連日のように。

Nationalism, 1960. 〔注 1) 前ぬ St.Antony’s College, Oxford, Re-

P. Mans品eld,Nasser's Egy’pt (2nd eelふ1969. port on !v1iddle Eastern Studies, pp. 6ー7および

P. J. Vatikiotis, Egypt si刀cethe Revolution, 1968. Appendix A 参照。

K. '.Vheelock, Nasserな NewEgypt, 1960. （在ロンドン海外調査員 中岡三益〉

P. M. Holt, A l¥Iodern History of the Sudan, 1961. 

P. M. Holt, The 1¥Iahdist State in the Sudan, 

1958. 

J. Marlowe, Cromer in Egypt, 1970. 

W. R. Poll王， Beginningsof "l'v!odernizatio11 in the 

111fiddl.: East, 1968. 

Z. Y. Hershlag, Introduction to the !v!odern Eco-

no111ic Histoヴ ofthe Middle East, 1964. 

C. Issawi, The Economic History of the 1¥.1iddle 

East, 1966. 

M. A. Cook, Studies in the Economic His仰 ryof 

the Middle East, 1970. 

M. Halpern, The Politics of Social Ch仰伴’ inthe 

Middle East, 1963. 

L. Binder, The Ideological Revolution in the 1¥.釘d-

dle East, 1964. 

K. H. Karpat, Political and Social Thought in the 

Contemporaiツ MiddleEast, 1968. 

M. Kerr. The Arab Cold War, 1965. 

S. H. Longrigg, Oil in the ]¥.fiddle East (3rd edふ

1968. 

C. Issawi, The Economics of lv!iddle Eastern Oil, 

1962. 

（以下害i］愛〉

最後に主要なセミナーについてふれておこう（1971/72

年度〉。

(1）全学期を通して，毎週 1回，現代史および現状分

析についてセミナーが行なわれる。責任者は， Dr.A. 

Hourani, Dr. D. Hopwood, Dr. R. Mabroの3名。
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